
祭典ニュース事務局 2020 年 1 月 27 日 

～ひかりにむかって～ 

賛同募金特集    

１月 26 日の「日うた運営委員会」での集約結果は            

＜2,０１３,９００円＞ 
 200 万円を越えました！ 運営委員会では大きな拍手で喜び合

いました。 

 昨年末に 130 万円をクリアし、今年に入って 1 カ月弱で 70 万

円の上乗です。本当にありがとうございました。みんなで力を出し

合っているのだなあ、と実感します。 

  どんな風に…?   

●音戸ファミリーコーラスのＫさんからチラシと小封筒を送ってほしいと

要請がありました。町内行事や集まりがあるたびに賛同金を集めて下さって

います。日頃からの地域に根差した暮らしの様子が伺えます。Ｋさんは又、

長野県に住むお知り合いにうたごえ新聞を送って、購読の約束までとって下

さいました。 

●庄原のＭさんからは京都祭典の記事とカラー写真が満載のうたごえ新聞

（12/16 号）30 部送ってほしいと連絡が入りました。「うたごえ祭典がど

んなものか先ず知ってもらわにゃあカンパなど頼めんじゃろうとおっしゃ

いました。 

●京都祭典プログラムの賛同金ページを見てそのスケールの大きさに息を

のみ、「ヨシ、ヤルゾー」と奮起したサークル。 

●まず、メンバーの殆どが特別賛同にどーんと名を連ねたサークル。 

●人が集まる所では必ず果敢に大封筒に名前を書いてもらっている人。 

●今まであまり参加していなかったうたごえ喫茶にもお邪魔しながら、ご常

連と仲良くなってからカンパを訴える計画でいる人。 

●多分、電話で約束をしてもらいながらご自分で欄いっぱいに名前を書かれ

たんだろうなあと思われる袋。 

集まって来る募金袋からも色々な場面が思い描かれて、事務局は沢山の勇気

を貰っています。 募金活動の中でのエピソードをもっと聴かせて下さい。又、

必要なものはどんどん注文を入れてください。事務局では月末の集約日を待た

ずに随時賛同金をもってきていただいても対応できるように体制を組むことに

しました。 

2 月もペースを落とさず進みましょう。2 月 9 日は全国実行委員会（アークホ

テル 13:30～）です。多数ご参加下さい。 

人々との出会いを楽しみながら、日うた祭典のことを語り、支援を訴えていき

ましょう。2 月も 70 万円以上を目指して・・・・！ 



賛同募金特集 その 2 
賛同募金が 200 万円を突破したニュースを前号で出し、平日の受け入れ体制も整え

つつあることをお知らせしました。嬉しいことに、その後、事務所に入金に来てくれる

人が途切れることなく続いています。 

実は 1 月 26 日の日うた運営委員会で、最終的な企画と予算の関係を詰めた結果、

財政委員長から賛同募金は地元広島では 400 万円が必要であることが提起されました。

つまり目標まで、もうあと 200 万円というわけです。 

1口1000円とひとくちに言っても個々の人たちから頂くには本当に大切な額です。

より多くの人たちに祭典を語りながら募金を訴えていきましょう。募金活動の中での

様々な人たちの善意や勇気、ドラマが聞こえてきます。 

●三次イフの I さん 

先日、元職場(県職)が集まりお茶したとき、勇気を振り絞って祭典の事を語り募金

を訴えました。｢3 人してくれちゃったんよ！｣と元気の出るいい報告が来まし

た・・・と S さんからメールが入りました。 

●虹のコーラスと広島合唱団に所属する K さんは視覚障害を持ちながら人も知る

頑張り屋さん。 

｢15 人まであと 1 人になったんよ。その人は市民病院の看護師さんだけど来週会

って募金してもらうんよ｣と1人1人きっちり名前の書かれた大封筒を見せてくれ

ました。15 人、何としてもやり遂げるぞ･･という彼女の心意気です。 

過去にお世話になっていたヘルパーさん達をはじめ、ヤクルトや生協の配達員さん

にも果敢に訴えてみるとみんな快く OK。マンションにカンパを持ってわざわざ訪

ねくれる人、駅で待ち合わせてカンパを手渡してくれる人も・・・。 

９年前に途中失明した教会の友人は五日市に在住。この人を K さんはなんと 1 人

で訪ねてカンパしてもらいました。 

●｢賛同金を送ろうと思うんだけど，エラーが出て送れません｣ と静岡の横田地さ

んから電話がありました。仮チラシには「堺町支店」が抜けていたのです。彼は

95 年サンプラザでの祭典で共に歌ったピースウェーブ団員。それ以来のうた新読

者です。｢11 月には広島に行こうと思って 2 泊ホテル予約したよ。特別賛同募金

にしたのでよろしく。｣電話を受けた今井さん｢嬉しいねえ。元気がでるねえ」と入

力作業を続けました。 

●Ｙさんのピアノの先生は自らも発表会などの運営を実施することがある人です。

「小さな発表会でさえ単にステージに見えるだけではない目に見えない経費が沢

山かかかるのに、あんなに大きな体育館を大音楽会会場にするなんて、懸かる経費

は想像が出来ないくらいでしょうね」と言いながら特別賛同募金を 2 口して下さ

いました。 

●ハミングバードの S さん 

東広島に住む友人の Su さんからカンパ袋を預かるよ･･･と連絡が入りました。大

封筒を送るとしっかり欄を埋めたカンパが届きました。 


